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 21 世紀の尼崎運河再生プロジェクト基本計画 

 

 

1. 21 世紀の尼崎運河再生プロジェクト基本計画の位置づけ 

 

 

1.1  基 本 計 画 策 定 の 目 的  
 

 尼 崎 の 南 部 臨 海 地 域 に は 縦 横 に 走 る 運 河 や 河 川 が あ り 、 古 く か ら 水 運 に 利 用 さ れ 、

高 度 成 長 期（ １ ９ ５ ０ ～ １ ９ ７ ０ 年 代 ）に は 港 湾 物 流 機 能 や 産 業 機 能 と し て 活 用 さ れ 、

尼 崎 を 阪 神 工 業 地 帯 の 中 核 的 存 在 と し て 発 展 さ せ る た め の 重 要 な 役 割 を 担 っ て き ま し

た 。  

し か し 、 近 年 、 産 業 構 造 や 物 流 体 系 の 変 化 等 に よ っ て 、 そ の 従 来 の 役 割 や 機 能 は 次

第 に 低 下 し つ つ あ り ま す 。 た だ 一 方 、 こ れ ら の 運 河 や 河 川 は 、 土 地 の 低 い 南 部 臨 海 地

域 を 高 潮 や 豪 雨 に よ る 浸 水 か ら 守 る 閘 門 式 防 潮 シ ス テ ム の 一 環 と し て の 役 割 も 果 た し

て い ま す 。  

 

  一 方 、「 尼 崎 21 世 紀 の 森 構 想 」、「 リ フ レ ッ シ ュ ポ ー ト あ ま が さ き 」 計 画 、「 尼 崎 シ

ー ブ ル ー 事 業 」 等 に 基 づ き 、 地 域 の 緑 化 や 河 川 の 整 備 、 水 質 の 浄 化 等 が 着 々 と 図 ら れ

て お り 、 運 河 周 辺 は 市 民 に う る お い と 安 ら ぎ を 与 え る 水 辺 環 境 空 間 と し て 、 ま た 、 尼

崎 の 森 ス ポ ー ツ 健 康 増 進 施 設 な ど 周 辺 の 施 設 と と も に 都 市 の ア メ ニ テ ィ 空 間 と し て 、

大 き な ポ テ ン シ ャ ル を 有 し て い ま す 。  

 

 こ の よ う な 状 況 を 背 景 と し て 、『 21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 基 本 計 画 』は 、

尼 崎 南 部 臨 海 地 域 の 貴 重 な 財 産 で あ る 運 河 や 河 川 を 有 効 に 生 か し 、 運 河 を 核 と し た 魅

力 あ る 地 域 づ く り を 目 指 し 、 そ の 推 進 を 図 る こ と を 目 的 に 策 定 す る も の で す 。  

 

 

1.2  基 本 計 画 の 策 定 に あ た っ て  
 

 本 計 画 の 策 定 に あ た っ て は 、 学 識 経 験 者 ・ 地 域 団 体 ・ 周 辺 企 業 ・ 兵 庫 県 ・ 尼 崎 市 等

か ら な る 「 ２ １ 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会 」 を 設 立 し 、 多 様 な 立 場 の 意 見 ・ 提 案 を と

り ま と め 、 ま た 、 対 象 地 域 内 の 企 業 へ ア ン ケ － ト 調 査 を 実 施 し 、 運 河 再 生 に 関 す る 企

業 の 声 を う か が い な が ら 、 こ の 基 本 計 画 を 作 成 し ま し た 。  

 

 

1.3  基 本 計 画 の 構 成  
 

 こ の 基 本 計 画 は 、 ２ ～ ３ 章 で 尼 崎 運 河 の 概 要 と 現 状 の 課 題 を 整 理 し 、 ４ 章 で 運 河 再

生 の 目 標 と 取 り 組 み 方 針 を 設 定 し て い ま す 。 ５ ～ 6 章 で は 長 期 的 な 尼 崎 運 河 の 再 生 に

向 け た 「 尼 崎 運 河 の 多 目 的 利 用 計 画 」 お よ び 「 多 目 的 利 用 の 展 開 方 策 」 を 定 め 、 7 章

で は 、 短 期 的 な 事 業 を 中 心 と し た 、 運 河 再 生 事 業 の 実 施 ス キ ー ム を と り ま と め ま す 。  
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2. 尼崎運河の概要 

  

 

2.1  尼 崎 運 河 の 位 置  

 

1）  尼 崎 運 河 の 位 置  

尼 崎 運 河 は 、 尼 崎 市 の 南 部 臨 海 地 域 に 位 置 し 、 大 阪 平 野 の 西 部 、 兵 庫 県 の 東 南 部

に 位 置 し ま す 。  

  

2）  尼 崎 運 河 地 域 の 対 象 範 囲  

尼 崎 運 河 地 域 は 、 概 ね 国 道 ４ ３ 号 か ら 南 側 の 中 島 川 、 武 庫 川 に 挟 ま れ た 尼 崎 港 を

中 心 と す る 地 域 で す 。  

 

3）  運 河 の 名 称 と 既 存 施 設  

尼 崎 運 河 は 、 次 の 運 河 ・ 河 川 で 構 成 さ れ て い ま す 。（ 全 延 長 12.4km）  

 

北 堀
き た ぼ り

運 河 (1.1km) 東 堀
ひがしぼり

運 河 (1.9km) 中 堀
な か ぼ り

運 河 (0.7km) 西 堀
に し ぼ り

運 河 (2.3km)  

南 堀
みなみぼり

運 河 (0.9km) 蓬
よ も

川
が わ

(1.7km)   庄 下 川
し ょ う げ が わ

(1.7km)   旧
きゅう

左
さ

門
も ん

殿
ど

川
が わ

(2.1km) 
 

ま た 、 尼 崎 運 河 の 機 能 、 役 割 を 維 持 す る た め 、 次 の よ う な 施 設 が あ り ま す 。  

 

閘
こ う

  門
も ん

： 尼 ロ ッ ク （ 尼 崎 閘 門 ）  

水   門 ： 丸 島 水 門 、 北 堀 水 門 、 庄 下 川 水 門  

排 水 機 場 ： 東 浜 第 一 ・ 第 二 ・ 第 三 排 水 機 場 、 松 島 排 水 機 場  

跳  ね  橋 ： 東 高 洲 橋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 尼 崎 運 河 の 位 置 図  

大 阪 湾

北 堀 運 河

東 堀 運 河中 堀 運 河

西 堀 運 河  
南 堀 運 河

蓬 川  

庄 下 川

旧 左 門 殿 川

尼 ロ ッ ク

丸 島 水 門

北 堀 水 門  

庄 下 川 水 門

東 高 洲 橋

東浜第一・第二
・第三排水機場

松島排水機場 

国 道 43 号 線

阪 神 電 鉄

武 庫 川  中 島 川

-2-



 21 世紀の尼崎運河再生プロジェクト基本計画 

 

 

2.2  運 河 の 果 た し て き た 役 割  

 

1）  水 運 機 能  

尼 崎 運 河 に は 、 前 後 二 つ の 水 門 を 交 互 に 開 閉 し 、

海 水 が 水 位 の 低 い 運 河 内 に 流 れ 込 む の を 防 ぎ な が ら 、

船 を 航 行 さ せ る 尼 崎 閘 門 が 設 置 さ れ て い ま す 。（ パ ナ

マ 運 河 方 式 ）  

尼 崎 閘 門 は ２ ４ 時 間 通 行 が 可 能 で 、 現 在 も 年 間 で

約 １ 万 隻 の 貨 物 船 が 通 行 し て お り 、 臨 海 地 域 の 物 流

に 運 河 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て い ま す 。  
 
 

2）  防 災 機 能  

尼 崎 市 の 南 部 臨 海 地 域 で は 、 工 業 用 水 の 汲 み 上 げ

に よ る 地 盤 沈 下 が 昭 和 ３ ０ 年 代 初 頭 に ピ ー ク を 迎 え 、

ゼ ロ メ ー ト ル 地 帯 と い わ れ る 水 面 よ り 低 い 土 地 が 市

域 の ４ ０ ％ 以 上 に 達 し ま し た 。 こ れ ら の 地 域 で は 、

常 に 高 潮 や 豪 雨 災 害 の 危 険 性 に さ ら さ れ 、 昭 和 ２ ５

年 の ジ ェ ー ン 台 風 で は 大 き な 被 害 を 受 け ま し た 。  

 高 潮 の 被 害 か ら 尼 崎 市 域 を 守 る た め 、 臨 海 部 は す

べ て 防 潮 堤 で 囲 ま れ 、 豪 雨 時 に は 庄 下 川 と 蓬 川 か ら

流 れ 込 む 水 を 堤 外 へ 出 す た め 、 運 河 ・ 河 川 に 整 備 さ

れ た 排 水 機 場 が フ ル 稼 働 し ま す 。 平 成 17 年 度 に 完

成 し た 閘 門 集 中 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー で は 、 最 新 技

術 に よ り 閘 門 や 排 水 機 場 な ど を ２ ４ 時 間 操 作 ・ 監 視

す る こ と に よ っ て 、 尼 崎 市 に 立 地 す る 企 業 や 市 民 の

財 産 を 守 っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ T.P.と は 東 京 湾 平 均 海 面 の こ と で 標 高 の 基 準 を 示 し ま す 。（ 一 般 的 な 地 図 の 標 高 値 は こ
の 高 さ が 基 準 と な っ て い ま す ）  

図  4 尼 崎 市 の 南 部 臨 海 地 域 に お け る ゼ ロ メ ー ト ル 地 帯 の 概 要  

図  3 ジ ェ ー ン 台 風 の 被 害 範 囲

凡　例

貨物船 艀 曳船 その他

（閘水門操作記録等集計表より作成）

16年 17年 18年
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

隻 年間＝約10,400隻

図  5 ジ ェ ー ン 台 風 の 浸 水 被 害 状 況 (昭 和 25 年 9 月 3 日 撮 影 )

図  2 尼 崎 閘 門 通 過 (入 出 港 )隻 数
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岸 壁 利 用 状 況 の 内 訳  

 

3）  企 業 の 運 河 利 用 状 況  

尼 崎 運 河 に お け る 企 業 の 専 用 岸 壁 の 利 用 状 況 と 、 船 の 運 航 状 況 は 次 の と お り で す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3  尼 崎 運 河 地 域 の 歴 史 と 文 化  
 

1）  港 と 運 河 の 移 り 変 わ り  

明 治 42 年 ～ 昭 和 41 年 ま で の 港 と 運 河 の 移 り 変 わ り の よ う す を 下 図 に 示 し ま す 。 

尼 崎 運 河 は 、 阪 神 間 の 工 場 用 地 造 成 を 目 的 と す る 尼 崎 築 港 ㈱ の 尼 崎 港 埋 立 工 事 の

過 程 で 形 成 さ れ ま し た 。昭 和 4 年 に 設 立 さ れ た 尼 崎 築 港 ㈱ は 、翌 昭 和 5 年 か ら 埋 立

工 事 に 着 工 、 昭 和 23 年 6 月 に 竣 工 し 、 46 万 坪 も の 用 地 が 造 成 さ れ ま し た 。 そ の

後 、 昭 和 25 年 の ジ ェ ー ン 台 風 の 惨 禍 を 契 機 に 、 閘 門 式 防 潮 堤 に よ る 恒 久 的 な 高 潮

対 策 を 行 う こ と と な り 、 尼 ロ ッ ク が 建 設 さ れ ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  7 尼 崎 運 河 の 移 り 変 わ り  

専 用 岸 壁 の 状 況  岸 壁 数  

現 在 本 船 の 入 出 港  

が あ る 専 用 岸 壁 数  
２ ４  

１ 年 以 上 本 船 の 入 出 港

が な い 専 用 岸 壁 数  
２ ０  

合 計  ４ ４  

図  6 専 用 岸 壁 の 利 用 状 況  

尼 ロ ッ ク  

現 在

現 在 稼 働 し て い る 岸 壁  

現 在 休 止 し て い る 岸 壁  

南 堀 運 河  
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2）  地 域 の 素 顔  

尼 崎 運 河 地 域 を 特 徴 づ け る 要 素 と し て は 、 以 下 の 施 設 等 が 挙 げ ら れ ま す 。  

 

表  1 尼 崎 運 河 地 域 の 代 表 施 設 一 覧  

運 河  

施 設  

・ 尼 崎 運 河  ・ 尼 ロ ッ ク   ・ で あ い 橋  ・ 丸 島 水 門  ・ 北 堀 水 門  

・ 東 高 洲 橋  ・ 庄 下 川 水 門  ・ 松 島 排 水 機 場  東 浜 第 一  第 二 、 第 三 排 水 機 場  

主 た る  

企 業  

・ ク ボ タ     ・ 白 石 工 業    ・ 日 本 ヒ ュ ー ム  ・ 古 河 電 気 工 業  

・ 住 友 金 属 工 業  ・ 三 菱 電 線 工 業  ・ ダ イ ソ ー    ・ ア マ テ イ   

・ 神 鋼 鋼 線 興 業  ・ 日 新 製 鋼    ・ 日 油      ・ 関 西 熱 化 学  

・ 日 亜 鋼 業    ・ 日 本 鍛 工    ・ 旭 硝 子     ・ 大 阪 ﾁﾀﾆｳﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

・ ユ ニ チ カ （ 記 念 館 ）   

（ 網 掛 け は 近 代 化 産 業 遺 産 に 指 定 さ れ た 建 物 を 所 有 す る 企 業 ）

緑 地  ・ 尼 崎 の 森 ・ 中 央 緑 地  ・ 元 浜 緑 地  ・ 祇 園 橋 緑 地  ・ 西 向 島 公 園  ・ 道 意 公 園   

文 化  

ス ポ ー ツ  

・ 築 地 の ま ち な み   ・ 初 島 大 神 宮 （ だ ん じ り 祭 ）  ・ 辰 巳 八 幡 神 社  

・ 尼 崎 ス ポ － ツ の 森  ・ 東 部 第 一 浄 化 セ ン タ ー （ 屋 上 広 場 ・ テ ニ ス 場 ・ ビ オ ト ー プ ）

・ 尼 崎 テ ク ノ ラ ン ド （ ゴ ル フ ・ サ ッ カ ー ・ テ ニ ス 場 ）  

・ サ ン ラ ン ド 武 庫 川 （ ゴ ル フ ・ テ ニ ス 場 ）  

そ の 他  

・ 国 際 環 境 専 門 学 校         ・ 尼 崎 ﾘｻｰﾁｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ（ ARIC）  

・ 近 畿 高 エ ネ ル ギ ー 加 工 技 術 研 究 所  ・ も の づ く り 支 援 セ ン タ ー  

・ 尼 崎 市 立 ク リ ー ン セ ン タ ー   ・ 尼 崎 市 立 資 源 リ サ イ ク ル セ ン タ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  8 尼 崎 運 河 の 概 要 図  

凡 例  

運 河 ・ 河 川  

運 河 施 設  

主 た る 企 業  

緑 地  

文 化 ・ ス ポ ー ツ 施 設

そ の 他  

北 堀 運 河

東 堀 運 河中 堀 運 河

西 堀  

運 河  南 堀 運 河

蓬 川  

庄 下 川

旧 左 門 殿 川

尼 ロ ッ ク

丸 島 水 門  

北 堀 水 門  

庄下川水門 

東 高 洲 橋

東浜第一・第二
・第三排水機場 

松島排水機場 

であい橋 

白石工業 

日本ヒューム 

クボタ 

関西熱化学 
日油 

日本鐵工
日亜鋼業

日新製鋼

神鋼鋼線工業

古川電機工業

アマテイ

ダイソー

三菱電線工業

住友金属工業

も の づ く り  
工 場 群  

元浜緑地 

尼崎の森 

中央緑地 

祇園橋緑地

道意公園

西向島公園

築地の街並み

初島大神宮

辰巳八幡神社

出世稲荷宮

尼崎スポーツの森 

東部第一浄化

センター 

尼崎テクノランド

サンランド武庫川 

尼崎市立クリーンセンター（第 2 工場） 

尼崎市立資源リサイクルセンター 

尼 崎 市 立  

ク リ ー ン セ ン タ ー

国 際 環 境 専 門 学 校

・尼崎ﾘｻｰﾁｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

・近畿高エネルギー加工技術研究所 

・ものづくり支援センター 

大阪ﾁﾀﾆｳﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ

旭硝子

ユニチカ

（記念館）古河電気工業
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2.4  尼 崎 運 河 地 域 の 交 通 ア ク セ ス  

 

尼 崎 運 河 地 域 の 公 共 交 通 機 関 と し て は 、 尼 崎 市 営 バ ス と 阪 神 電 鉄 バ ス が 運 航 中 で 、

尼 崎 運 河 地 域 に ア ク セ ス す る こ と は で き ま す が 、昼 間 の 運 行 本 数 は 1 時 間 に 1 本 程 度

と 非 常 に 少 な く 、 通 勤 時 間 帯 に 集 中 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表  2 尼 崎 運 河 地 域 の バ ス 路 線 と 時 間 帯 別 運 行 本 数  

出発

終着

平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝 平日 土曜 日祝

6時台 1 1 1 - - - 1 - - 1 1 1 - - - - - - - - - － - - - - - - - -

7時台 5 2 2 1 1 1 3 2 1 7 3 1 3 2 2 6 1 1 - 1 - 2 2 1 - - - - - -

8時台 2 1 - 2 1 1 2 2 1 6 2 2 3 3 3 3 4 4 1 - - 3 1 1 - - - - - -

9時台 1 1 1 2 1 1 - - - 3 1 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 1 1 1 - - -

10時台 1 1 1 1 1 1 - - - 1 2 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 1 1 1 - - -

11時台 1 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 1 1 1 1 1 1

12時台 1 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 1 1 1 - - -

13時台 1 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 - - - 1 1 1

14時台 1 1 1 1 1 1 - - - 2 2 2 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 1 1 1 - - -

15時台 1 1 1 1 1 1 - - - - - 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 1 1 1 - - -

16時台 1 1 1 1 1 1 - - - 2 1 - 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 2 2 2 1 1 1

17時台 2 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 2 1 1 - - - - - - 1 1 1 - - - - - -

18時台 2 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 3 2 2 - - - - - - 3 1 1 - - - - - -

19時台 1 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 2 1 1 1 1 1 - - - 1 1 1 - - - 2 2 2

20時台 1 1 1 - - - 1 1 1 1 2 2 2 1 1 4 4 4 - - - 2 1 1 - - - 2 2 2

21時台 - - - - - - - - - 1 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 2

22時台 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 1

元浜緑地
北堀・西堀・中堀

蓬川

西宮尼崎線

尼崎市営バス

ＪＲ尼崎

ＪＲ尼崎

大物

東堀運河
東部第１浄化

センター
スポーツ施設

52系統

阪神尼崎

阪神バス・阪神電鉄バス

阪神尼崎

阪神西宮

土日祝

時刻

周回ルート

60系統

阪神尼崎

尼崎スポーツの森

阪神尼崎

元浜緑地
北堀・中堀・蓬川
スポーツの森

バス会社

対象バス停

目的施設

系統 尼崎スポーツの森線

JR立花

松下PDP前

阪神ｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ

元浜緑地
北堀・西堀・中堀

蓬川

武庫川

尼崎テクノランド前

武庫川

90系統

元浜緑地
北堀・西堀・中堀
スポーツの森

阪急塚口

武庫川

阪神ｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ

30系統

元浜緑地
北堀・西堀・中堀

蓬川

阪神尼崎

クリーンセンター第2

阪神尼崎

70系統

庄下川
東堀

尼ロック

阪神出屋敷

松下PDP前

85系統

阪神出屋敷

元浜緑地
北堀・西堀・中堀

阪神出屋敷

阪神出屋敷

右回り（80-1） 左回り（80-2）

阪神出屋敷

元浜緑地
北堀・西堀・中堀

蓬川

 
（ 平 成 20 年 4 月 調 べ ）  

図  9 尼 崎 運 河 地 域 の バ ス 路 線 図  

凡　　例
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2.5  尼 崎 運 河 地 域 と 関 連 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

1）  尼 崎 シ ー ブ ル ー 事 業 計 画  

防 災 機 能 と 引 き 替 え に 閉 鎖 性 が 高 く な り 、工 業 の 発 展 と 共 に 悪 化 し た 水 環 境 (茶 色

く 透 明 度 が 低 い )を 、昔 の よ う に 青 く 透 き 透 っ た 海 へ と 改 善 す る こ と を 目 指 し て い ま

す 。（平成１７年から実証実験を実施し、現在も継続中です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）  阪 神 な ぎ さ 回 廊  

阪 神 な ぎ さ 回 廊 は 、 尼 崎 ・ 西 宮 ・ 芦 屋 の 臨 海 地 域 の 、 海 辺 の 魅 力 が あ ふ れ る 遊 歩

道 や 親 水 性 の 高 い 護 岸 な ど を 結 ぶ 回 廊 で 、 自 転 車 道 （ 尼 っ 子 り ん り ん ロ ー ド ） や ウ

ォ ー キ ン グ コ ー ス が 整 備 さ れ て い ま す 。  
平成１６年４月に策定された「瀬戸内なぎさ回廊づくり構想」の一環で、現在は、回遊ルート上に「回廊サイン」を整備中です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）  リ フ レ ッ シ ュ ポ ー ト 尼 崎  

平 成 2 年 ～ 平 成 12 年 頃 に か け て 、水 際 の 親 水 性 を 高 め る こ と を 目 的 と し た 緑 地

帯 や ボ ー ド ウ ォ ー ク な ど を 、 北 堀 運 河 を 中 心 と し た 一 部 運 河 沿 い を 整 備 し ま し た 。 
 

 

 

4）  21 世 紀 の 尼 崎 の 森 構 想  

「 森 と 水 と 人 が 共 生 す る 環 境 創 造 の ま ち 」 段 階 的 整 備 に よ る １ ０ ０ 年 の 計 、 と い

う 構 想 の 元 、平 成 14 年 3 月 に「 尼 崎 21 世 紀 の 森 構 想 」が 策 定 さ れ 、同 年 8 月 に

「 尼 崎 21 世 紀 の 森 づ く り 協 議 会 」 が 発 足 し ま し た 。  

平 成 18 年 5 月 に 、尼 崎 ス ポ ー ツ の 森 が 竣 工 し 、現 在 は 尼 崎 の 森 中 央 緑 地 の 工 事

を 引 き 続 き 行 っ て い ま す 。

尼崎シーブルー事業計画の概要  
●目標 

－尼崎に青い海を取り戻す－ 
透明度が高く、魚影が見え、悪臭やゴミのない海 

●水質改善方策 
透明度・ＤＯを柱とした総合的な水質改善による青い
海の再生 

阪神なぎさ回廊の概要 
 

●基本理念 
「人と海が豊かにふれあえるなぎさづくり」 

●基本計画 
回遊性をもった遊歩道整備、サイン配置計画、マップ

作成 

図  10 シ ー ブ ル ー 事 業 の 実 験 箇 所  

図  11 尼 崎 運 河 地 域 の な ぎ さ 回 廊  

図  12 リ フ レ ッ シ ュ ポ ー ト 尼 崎 で 整 備 し た 区 間  

リ フ レ ッ シ ュ ポ

ー ト 尼 崎 で 整 備

し た 区 間  
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3. 尼崎運河の現状 

 
 

尼 崎 運 河 に は 、 市 民 に う る お い と 安 ら ぎ を 与 え る 「 水 に 親 し め る 散 策 路 」 が 整 備 さ れ て

き て お り ま す 。ま た 、運 河 周 辺 に は 、歴 史・文 化 的 な 資 源 や 産 業 施 設 が 多 く 立 地 す る な ど 、

魅 力 あ る 都 市 観 光 資 源 を 有 し て い ま す が 、 過 去 の 公 害 や 交 通 ア ク セ ス な ど 、 問 題 点 も 存 在

し ま す 。  

 

図  13 に 、「 21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会 」に お け る「 尼 崎 運 河 に 関 す る 現 状 」の 意 見

を 集 約 し 、 問 題 点 と 共 に 整 理 し ま す 。  

 

 

1.運 河 の 環 境  

・ 水 の 透 明 度 が 低 い 。  

・ 運 河 が 工 場 の 裏 側 に 面 し て い る 。  

2.運 河 の 施 設 形 態  

・ 尼 崎 運 河 地 域 の 大 半 は 工 業 専 用 地 域 で

企 業 の 民 有 地 と 海 岸 港 湾 施 設 で あ る 。

（ 飲 食 店 や 商 業 施 設 の 立 地 が 制 限 ）  

・ 運 河 の 水 辺 は 産 業 振 興 を 目 的 に 利 用 さ

れ て お り 市 民 が 近 寄 り が た い 空 間 を 形

成 し て い る 。  

3.市 民 の 運 河 へ の 関 心 の 低 さ  

・ 尼 崎 運 河 が 知 ら れ て い な い 。  

・ 公 害 の ま ち の イ メ ー ジ が 残 っ て い る 。  

・ 尼 崎 運 河 や 尼 ロ ッ ク へ の 案 内 標 識 が 少

な い 。  

4.歴 史 ・ 文 化 資 源 の 未 活 用  

・ 尼 崎 運 河 に は 、 運 河 沿 い の 散 策 路 、 で

あ い 橋 な ど の す ぐ れ た 散 策 路 が あ る 。  

・ 元 浜 緑 地 、 ス ポ ー ツ の 森 、 東 部 第 １ 浄

化 セ ン タ ー 、 尼 ロ ッ ク な ど の 拠 点 施 設

が 立 地 し て い る 。  

・ 優 れ た も の づ く り を 行 う 工 場 、 歴 史 的

な 工 場 等 の 産 業 遺 産 が 立 地 す る 。  

5. 交 通 ア ク セ ス の 悪 さ  

・ 運 河 地 区 へ の 交 通 は 、 阪 神 ・ Ｊ Ｒ の 鉄

道 各 駅 か ら の バ ス 路 線 が 主 体 と な る 。

朝 夕 の ラ ッ シ ュ 時 以 外 の 頻 度 は 概 ね 1

本 /１ 時 間 当 た り と な る 。  

・ 尼 崎 運 河 周 辺 に 駐 車 場 が 殆 ど な い 。  

 

 

◆ 市 民 が 、 快 適 で 安 心 し て 自 然 と の ふ れ あ

い を 楽 し め る 親 水 環 境 に な っ て い な い 。

◆ 尼 崎 運 河 が 持 つ 運 河 沿 い 散 策 路 や 広 場 的

空 間 は 、 市 民 の 目 線 で の 利 用 の 場 に な っ

て い な い 。  

 

・ 明 確 な 市 民 利 用 の 目 的 を 持 た な い 。  

・ 散 策 の 距 離 に 対 し て 、 ト イ レ や 飲 食 な

ど の 休 憩 施 設 等 が 少 な い 。  

◆ 尼 崎 運 河 の 知 名 度 が 低 い  

 

・ 目 玉 と な る 施 設 が な い 。  

・ 尼 崎 運 河 の PR活 動 等 が 不 十 分 で あ る 。

・ 市 民 が 尼 崎 運 河 に ふ れ る 機 会 が 少 な い 。

◆ 優 れ た 都 市 資 源 が 未 活 用 と な っ て い る  

 

・ 散 策 路 が 市 民 の 利 用 目 的 に 合 っ て い な

い 。  

・ 拠 点 施 設 間 の 回 遊 を で き る ネ ッ ト ワ ー

ク が 未 形 成 で あ る 。  

・ 企 業 が 有 す る も の づ く り 文 化 と 市 民 が

交 流 で き る 機 会 や 場 が 無 い 。  

◆ 尼 崎 運 河 へ の 交 通 手 段 が 無 い  

・ 家 族 連 れ 等 が 車 で 来 訪 し て も 駐 車 場 が

少 な い 。  

・ 拠 点 施 設 等 へ の 徒 歩 、 自 転 車 道 の ネ ッ

ト ワ ー ク 形 成 が さ れ て い な い 。  

・ 運 河 を 活 用 し た 舟 運 が な い 。  

・ 運 河 地 区 へ の 主 要 な 公 共 手 段 で あ る バ

ス は 通 勤 対 応 で 市 民 利 用 に 適 さ な い 。

現 状  問 題 点  

図  13 尼 崎 運 河 の 現 状 と 問 題 点  
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4. 尼崎運河の再生の目標と方針 
 

 

4.1  目 標  

 

尼 崎 運 河 再 生 の 目 標 は 、 尼 崎 運 河 地 域 が 、 水 と 緑 と 賑 わ い の あ る 運 河 へ と 再 生 す る

こ と を 期 待 し 、 次 の よ う に 設 定 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2  目 標 に 向 け た 取 り 組 み 方 針  

 

尼 崎 運 河 の 現 状 と 問 題 点 を ふ ま え 、 目 標 に 向 け た 取 り 組 み 方 針 を 次 の よ う に 設 定 し

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

以 上 の 取 り 組 み 方 針 を ふ ま え た 上 で 、 目 標 を 具 現 化 す る た め に 、 次 章 以 降 で は 以 下 の

内 容 に つ い て と り ま と め ま す 。  

 

第 5 章  「 尼 崎 運 河 の 多 目 的 利 用 計 画 」       → （ 方 針 ① お よ び ② に 対 応 ） 

 自 然 と 人 と 産 業 の 良 好 な 共 生 関 係 に よ り 、 持 続 的 な 発 展 を 行 う た め に は 、 良 好

な 環 境 と 、 企 業 に よ る 物 流 機 能 に 支 障 を 与 え な い 範 囲 で 、 運 河 を 多 く の 人 に 利 用

し て も ら う 「 場 」 の 提 供 が 必 要 で す 。 そ の た め に 、 運 河 を 多 目 的 な 用 途 で 利 用 し

て も ら え る よ う 、 運 河 利 用 環 境 （ 施 設 整 備 ） の 充 実 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

 

第 6 章  「 多 目 的 利 用 の 展 開 方 策 」             → （ 方 針 ③ に 対 応 ） 

 企 業 や 市 民 が 相 互 に 運 河 を 利 用 す る た め に は 、 企 業 や 市 民 が 参 加 し 、 利 用 者 が

運 河 機 能 を 維 持 す る た め の ル ー ル づ く り が 必 要 で す 。 ま た 、 市 民 や 企 業 等 の 運 河

利 用 者 が 交 流 し 、 双 方 を 理 解 す る 機 会 が 必 要 で す 。  

そ こ で 、 運 河 利 用 の 展 開 方 策 と し て 、 ア ド プ ト シ ス テ ム を 活 用 し た 運 河 の 良 好

な 環 境 を 持 続 す る た め の シ ス テ ム や 市 民 や 企 業 が 参 加 す る イ ベ ン ト 等 の ソ フ ト

展 開 に 取 り 組 ん で 行 き ま す 。  

尼 崎 運 河 再 生 の 目 標 
 

世 界 的 に も 高 い 水 準 の モ ノ づ く り 産 業 が 集 積 す る 尼 崎 の 特 色 を 活 か し 、  

尼 崎 臨 海 地 域 の 貴 重 な 財 産 で あ る 運 河 や 河 川 を 核 に 、  
 

自 然 と 人 と 産 業 と の 良 好 な 共 生 関 係 に よ る 持 続 的 発 展 が 可 能 な  

２ １ 世 紀 の 環 境 先 進 都 市 の 創 造 を め ざ す 。  

尼 崎 運 河 再 生 の 取 り 組 み 方 針 
 
① 運 河 や 河 川 の 新 し い 価 値 を 見 出 し 、 運 河 や 河 川 を 活 用 し た 活 性 化 を 図 る 。  
 
② 人 々 が 集 ま り 、憩 え る 空 間 を 提 供 し 、市 民 が 水 辺 に 近 づ け る 環 境 を 形 成 す る 。
 
③ 運 河 を 核 と し た イ ベ ン ト を 通 じ て 、 企 業 と 市 民 の 新 し い 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ －

シ ョ ン ス タ イ ル の 形 成 を 図 る 。  
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5. 尼崎運河の多目的利用計画 

 

 ４ 章 で 定 め た 尼 崎 運 河 再 生 の 目 標 と 取 り 組 み 方 針 を 受 け 、 本 章 で は 尼 崎 運 河 の 多 目 的 利

用 計 画 を と り ま と め ま す 。  

 

5.1  運 河 利 用 環 境 の 充 実  

 

1）  尼 崎 運 河 が 提 供 可 能 な 「 場 」 と 想 定 さ れ る 年 齢 層 の 関 係  
 

子 供 か ら 高 齢 者 ま で の 多 様 な 年 齢 の 市 民 に 運 河 を 利 用 し て も ら う た め に は 、 こ れ

ら に 応 じ た 多 様 な 「 場 」 を 提 供 す る 必 要 が あ り ま す 。  

尼 崎 運 河 地 域 に 立 地 す る 既 存 施 設 を 拠 点 施 設 と し て 考 え た 場 合 、 拠 点 と 連 携 し な

が ら 提 供 可 能 な 「 場 」 と 、 そ れ ぞ れ の 「 場 」 に 想 定 さ れ る 利 用 年 齢 層 の 関 係 を 図 に

表 し た も の を 図  14 に 示 し ま す 。  
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魅
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ピ
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・元浜緑地 北堀運河
・スポ－ツの森
・東部第１浄化センタ－

・尼ロック
・運河沿い企業

・蓬川
・尼ロック
・北堀運河

拠点施設
メニュー

 

図  14 提 供 可 能 な 「 場 」 と 年 齢 層 の 関 係  

 

尼 崎 運 河 で 「 場 」 を 提 供 可 能 な 空 間 を 大 別 す る と 、 ひ と つ は 「 運 河 水 面 」 で 、 も

う ひ と つ は 「 護 岸 ・ 散 策 路 空 間 」 の ２ つ で す 。 尼 崎 運 河 で は 、 子 供 か ら 高 齢 者 ま で

の 多 様 な 年 齢 層 の 市 民 が 利 用 で き る よ う に 、 拠 点 施 設 と 連 携 を 図 る と 共 に 、 こ の ２

つ の 空 間 を 適 切 に 整 備 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

2）  場 の 提 供 に 必 要 な 機 能 （ 施 設 ） の 検 討  

そ れ ぞ れ の 「 場 」 を 提 供 す る た め に 必 要 な 機 能 （ 施 設 ） に つ い て 、 尼 崎 運 河 で 展

開 可 能 と 考 え ら れ る メ ニ ュ ー と 共 に 表  3 に 示 し ま す 。  
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表  3 尼 崎 運 河 で 提 供 可 能 な 「 場 」 の メ ニ ュ ー と 必 要 な 施 設  
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5.2  施 設 整 備 ・ 利 用 方 針  

  

尼 崎 運 河 地 域 で の 施 設 整 備・ 利 用 方 針 を 以 下 に 整 理 し 、図  15 に 施 設 整 備 ・ 利 用 方

針 の 概 要 図 と し て ま と め ま す 。  

 

 
 

 
 

 

 

 

④ ア ク セ ス 施 設 の 配 置  
 

各 運 河 の 散 策 路 へ ア ク セ ス す る た め の 交 通 手 段 に 応 じ て 、駐 車 場 、駐 輪 場 、

船 着 き 場 等 の 施 設 を 備 え た 拠 点 を 配 置 し ま す 。  

ま た 、 蓬 川 の 阪 神 電 鉄 出 屋 敷 駅 周 辺 を 尼 崎 運 河 地 域 の エ ン ト ラ ン ス と 位 置

づ け 、 こ こ か ら 尼 ロ ッ ク 、 南 堀 運 河 西 詰 め 、 東 堀 運 河 築 地 地 区 へ の 舟 運 ル ー

ト の 可 能 性 を 検 討 し ま す 。  

③ 散 策 路 の 配 置  
 

拠 点 施 設 と の 連 携 を 図 り な が ら 、 運 河 に 次 の よ う な 性 格 を 持 た せ た 散 策 路

を 配 置 し ま す 。  

    「 ア ク セ ス ／ 憩 い 」 の 場  

    「 健 康 増 進 ／ 憩 い 」 の 場  

  「 レ ク リ エ ー シ ョ ン 」 の 場  

② 拠 点 の 配 置  
 

【 レ ク リ エ ー シ ョ ン の 拠 点 】  

 で あ い 橋 と 元 浜 緑 地 と の 連 絡 を 強 化 し 、 こ れ ら を 含 む 北 堀 運 河 地 区 に 市

民 の レ ク リ エ ー シ ョ ン 利 用 の た め の 拠 点 を 配 置 し ま す 。  
 
【 ス ポ ー ツ の 拠 点 】  

 尼 崎 ス ポ ー ツ の 森 と 接 す る 西 堀 運 河 、 東 部 第 １ 浄 化 セ ン タ ー の ス ポ ー ツ

施 設 と 接 す る 東 堀 運 河 と こ れ ら の 施 設 を 含 む ゾ ー ン に ス ポ ー ツ 利 用 の た め

の 拠 点 を 配 置 し ま す 。  
 
【 教 育 の 拠 点 】  

 尼 ロ ッ ク を 中 心 に 社 会 教 育 や 文 化 交 流 な ど を 行 う た め の 教 育 の た め の 拠

点 を 配 置 し ま す 。  

① 尼 崎 運 河 の シ ン ボ ル 景 観 づ く り  
 
【 桜 並 木 の 散 策 路 】  

 尼 ロ ッ ク を 中 心 に 、 蓬 川 以 西 の 散 策 路 に は 原 則 と し て 桜 並 木 を 整 備 し 、

尼 崎 運 河 の 新 た な 景 観 シ ン ボ ル と し て 醸 成 し て い き ま す 。  
 
【 松 並 木 の 散 策 路 】  

 尼 ロ ッ ク を 中 心 に 、 旧 左 門 殿 川 以 東 の 散 策 路 に つ い て は 、 原 則 と し て 松

並 木 の 散 策 路 を 整 備 し 、 新 た な 景 観 シ ン ボ ル を 醸 成 し て い き ま す 。  
 
 た だ し 、 沿 道 の 工 場 等 の 性 格 に よ り 桜 並 木 等 が 好 ま し く な い 場 合 に は 、

工 場 と 調 整 し て 、 運 河 域 に ふ さ わ し い 景 観 の 創 出 に 努 め ま す 。  
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図  15 施 設 整 備 ・ 利 用 方 針 の 概 要  
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5.3  各 運 河 の 施 設 整 備 ・ 利 用 イ メ ー ジ  

 
 

 

                 

Ⅰ ． 桜 並 木 の 散 策 路 整 備  

 桜 並 木 の 散 策 路 整 備 を 推 進 し 、蓬 川・中 堀 運 河・西 堀 運 河・南 堀 運 河 と 共 に 、

運 河 ネ ッ ト ワ ー ク の 新 し い シ ン ボ ル 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。 ま た 、 北 堀 運 河

と 元 浜 緑 地 を 結 ぶ 祇 園 橋 緑 地 に も 桜 並 木 を 整 備 し 、 元 浜 緑 地 と の 一 体 的 利 用 を

景 観 の 連 続 性 で 表 現 し て い き ま す 。 ま た 、 で あ い 橋 と 桜 並 木 に よ る 地 区 の 新 し

い シ ン ボ ル 景 観 の 形 成 を 進 め ま す 。  

 

 

Ⅱ ． 元 浜 緑 地 と の 一 体 的 利 用  

 祇 園 橋 緑 地 を 活 用 し て 、 元 浜 緑 地 と 北 堀 運 河 と の 連 絡 強 化 を 図 る 快 適 な 歩 行

空 間 を 整 備 し ま す 。 ま た 、 元 浜 緑 地 内 に 、 来 園 者 を 北 堀 運 河 に 誘 導 す る 案 内 看

板 を 整 備 し 、 運 河 利 用 の 促 進 を 図 り ま す 。  

 

 

Ⅲ ． レ ク リ エ ー シ ョ ン の 拠 点 整 備  

 こ の 周 辺 で は 、 企 業 に よ る 運 河 利 用 が 少 な い こ と か ら 、 で あ い 橋 を 挟 ん で 両

側 に 親 水 護 岸 （ 船 着 場 と し て 利 用 可 能 ） を 整 備 し 、 運 河 に 親 し み 、 水 と 遊 べ る

レ ク リ エ ー シ ョ ン 空 間 を 形 成 し ま す 。 さ ら に 祇 園 橋 緑 地 と 一 体 的 な 多 目 的 ひ ろ

ば を 整 備 し 、 親 水 護 岸 と 共 に 市 民 の さ ま ざ ま な 活 動 や イ ベ ン ト 利 用 の 場 を 提 供

し ま す 。  

 

 

Ⅳ ． 駐 車 場 ・ 駐 輪 場 の 整 備  

 祇 園 橋 緑 地 の 一 部 空 間 を 活 用 し て 駐 車 場 や 駐 輪 場 を 整 備 し 、 自 動 車 や 自 転 車

を 利 用 し た 家 族 連 れ や 友 人 グ ル ー プ な ど 多 様 な 人 々 が 来 訪 し や す い ア ク セ ス

環 境 を 整 備 し ま す 。  

 

 

Ⅴ ． き れ い な 水 質 へ の 取 り 組 み  

市 民 が 水 に 触 れ 、 水 と 遊 ぶ た め に は 、 そ の 水 の 見 た 目 や 水 質 そ の も の が き れ

い で 、 安 全 で 安 心 で き る も の で な け れ ば な り ま せ ん 。 現 在 も 水 質 浄 化 実 験 が 行

わ れ て い る 北 堀 運 河 を シ ー ブ ル ー 事 業 の 中 心 地 区 と し て 位 置 づ け 、 そ の 推 進 を

支 援 し て い き ま す 。  

① 北 堀 運 河 の 整 備 ・ 利 用 イ メ ー ジ 
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Ⅰ ． 松 並 木 の 散 策 路 整 備  

 運 河 西 側 で は 、 周 辺 の 町 並 み に 配 慮 し つ つ 、 松 並 木 の 散 策 路 整 備 を 推 進 し 、

新 し い 運 河 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。 ま た 、 運 河 東 側 の 並 木 に つ い て は 、 西 側

の 整 備 状 況 等 を 踏 ま え て 、 今 後 の 整 備 の あ り 方 を 検 討 し て い き ま す 。  

 

 

Ⅱ ． ス ポ － ツ の 拠 点 整 備  

 東 堀 運 河 の 舟 だ ま り 付 近 は 、 ジ ョ ギ ン グ 等 の ス ポ ー ツ 利 用 の 促 進 を 図 る 拠 点

と し て 、 東 部 第 １ 浄 化 セ ン タ ー の ス ポ ー ツ 施 設 と の 連 携 強 化 を 図 る と 共 に 、 広

場 、 駐 輪 場 、 船 着 場 、 ト イ レ な ど の 施 設 を 整 備 し ま す 。  

 

 

Ⅲ ． 健 康 増 進 ／ 憩 い の 場 の 整 備  

 周 辺 の 住 民 や 東 部 第 １ 浄 化 セ ン タ ー の ス ポ ー ツ 施 設 の 利 用 者 が ジ ョ ギ ン グ

コ ー ス 等 と し て 利 用 で き る 散 策 路 の 整 備 、 ま た 、 夕 涼 み や 安 ら ぎ の ひ と と き を

楽 し め る 休 息 の 場 と し て 利 用 で き る 空 間 づ く り を め ざ し ま す 。  

 

② 東 堀 運 河 の 整 備 ・ 利 用 イ メ ー ジ 
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 21 世紀の尼崎運河再生プロジェクト基本計画 

 

 

 

 

Ⅰ ． 桜 並 木 の 散 策 路 整 備  

 桜 並 木 の 散 策 路 整 備 を 推 進 し 、 北 堀 運 河 ・ 中 堀 運 河 ・ 西 堀 運 河 ・ 南 堀 運 河 と

共 に 、 運 河 ネ ッ ト ワ ー ク の 新 し い シ ン ボ ル 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。  

 

 

Ⅱ ． ア ク セ ス ・ 憩 い の 場 整 備  

 北 部 地 域 や 遠 方 か ら 阪 神 電 鉄 出 屋 敷 駅 を 利 用 し て 尼 崎 運 河 を 訪 れ た 人 び と

が 、 快 適 な 歩 行 ル ー ト と し て 利 用 で き る 散 策 路 の 整 備 、 ま た 、 安 ら ぎ の ひ と と

き を 楽 し め る 休 息 の 場 と し て 利 用 で き る 空 間 づ く り を め ざ し ま す 。  

 ま た 、 親 水 デ ッ キ を 整 備 し 、 沿 川 に 立 地 す る 研 究 ・ 教 育 機 関 と の 連 携 を 図 り

な が ら 、 環 境 学 習 の 場 と し て の 利 用 を め ざ し ま す 。  

 

  

Ⅲ ． 舟 運 利 用  

 周 辺 工 場 へ の 通 勤 者 が ア ク セ ス し や す い 中 洲 橋 周 辺 に 船 着 場 を 整 備 し ま す 。 

 

③ 蓬
よ も

川
が わ

の 整 備 ・ 利 用 イ メ ー ジ 
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④ 南 堀 運 河  

 

Ⅰ ． 桜 並 木 の 散 策 路 整 備  

 桜 並 木 の 散 策 路 整 備 を 推 進 し 、 蓬 川 ・ 北 堀 運 河 ・ 中 堀 運 河 ・ 西 堀 運 河 と 共

に 、 運 河 ネ ッ ト ワ ー ク の 新 し い シ ン ボ ル 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。  

 

Ⅱ ． 舟 運 利 用  

 周 辺 地 域 で の 大 規 模 工 場 の 新 た な 立 地 に よ り 、 今 後 、 通 勤 者 の 増 加 が 見 込

ま れ る こ と か ら 、 舟 運 利 用 に 向 け た 船 着 場 を 南 堀 運 河 西 端 部 に 整 備 し ま す 。 

 

Ⅲ ． 駐 車 場 ・ 駐 輪 場 の 整 備  

 隣 接 す る 旧 道 路 敷 地 を 活 用 し て 、 駐 車 場 や 駐 輪 場 の 整 備 を 推 進 し 、 自 動 車 や

自 転 車 を 利 用 し た 家 族 連 れ や 友 人 グ ル ー プ な ど 多 様 な 人 々 が 来 訪 し や す い ア

ク セ ス 環 境 を 整 備 し ま す 。  

 

  

Ⅳ ． レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 整 備  

 幅 の 広 い 緑 地 帯 を 市 民 に 開 放 し 、 市 民 が 花 壇 づ く り を 通 し て 運 河 へ の 愛 着

を 持 ち な が ら 余 暇 を 楽 し め る 場 を 提 供 し ま す 。（ 花 壇 教 室 ・ ガ ー デ ン コ ン テ

ス ト 等 ）  

 

⑤ 尼 ロ ッ ク  

 

Ⅰ ． 桜 並 木 ・ 松 並 木 の 散 策 路 整 備  

 西 側 の シ ン ボ ル 景 観 で あ る 桜 並 木 と 東 側 の シ ン ボ ル 景 観 で あ る 松 並 木 の

散 策 路 が 結 節 す る よ う に 整 備 し 、 運 河 ネ ッ ト ワ ー ク の 基 点 地 区 に ふ さ わ し い

シ ン ボ ル 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。  

 

 

Ⅱ ． 教 育 の 拠 点 整 備  

 尼 崎 運 河 の 歴 史 や 防 災 に 関 す る 教 育 利 用 の 場 と し て の 利 用 を 促 進 し ま す 。 

 

 

Ⅲ ． 舟 運 利 用  

 ア ク セ ス や イ ベ ン ト に 利 用 す る 船 着 場 を 整 備 し ま す 。  

④ 南 堀 運 河  ⑤ 尼 ロ ッ ク  の 整 備 ・ 利 用 イ メ ー ジ 
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⑥ 中 堀 運 河 （ 西 側 ）  

 

Ⅰ ． 桜 並 木 の 散 策 路 整 備  

 桜 並 木 の 散 策 路 整 備 を 推 進 し 、 蓬 川 ・ 北 堀 運 河 ・ 西 堀 運 河 ・ 南 堀 運 河 と 共

に 、 運 河 ネ ッ ト ワ ー ク の 新 し い シ ン ボ ル 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。  

 

 

Ⅱ ． 健 康 増 進 ／ 憩 い の 場 の 整 備  

 中 堀 運 河 の 西 側 は 、 既 に 散 策 路 が 整 備 さ れ て い ま す が 、 北 堀 運 河 周 辺 の 住

民 や ス ポ ー ツ の 森 の 利 用 者 が ジ ョ ギ ン グ コ ー ス と し て 利 用 で き 、 夕 涼 み や 安

ら ぎ の ひ と と き な ど が 楽 し め る 休 息 の 場 と し て 利 用 で き る 空 間 づ く り を め

ざ し ま す 。  

 

 

⑦ 西 堀 運 河  

 

Ⅰ ． 桜 並 木 の 散 策 路 整 備  

 桜 並 木 の 散 策 路 整 備 を 推 進 し 、 蓬 川 ・ 北 堀 運 河 ・ 中 堀 運 河 ・ 南 堀 運 河 と 共

に 、 運 河 ネ ッ ト ワ ー ク の 新 し い シ ン ボ ル 景 観 の 創 出 を め ざ し ま す 。  

 

 

Ⅱ ． 健 康 増 進 ／ 憩 い の 場 の 整 備  

 西 堀 運 河 周 辺 の 住 民 や ス ポ ー ツ の 森 の 利 用 者 が ジ ョ ギ ン グ コ ー ス と し て

利 用 で き る 散 策 路 の 整 備 、 ま た 、 夕 涼 み や 安 ら ぎ の ひ と と き な ど が 楽 し め る

休 息 の 場 と し て 利 用 で き る 空 間 づ く り を め ざ し ま す 。  

 

  

Ⅲ ． 旧 丸 島 橋 の 保 存 計 画 と の 調 整  

 旧 丸 島 橋 は 、 尼 崎 運 河 に 架 か る 跳 ね 橋 の 一 つ と し て 、 水 運 の 文 化 や 歴 史 を

伝 え る 役 割 を 果 た し て き ま し た 。 西 堀 運 河 の 事 業 に 際 し て は 、 尼 崎 市 に よ る

旧 丸 島 橋 の 保 存 計 画 と の 調 整 を 図 り な が ら 、 整 備 を 進 め ま す 。  

 

⑥ 中 堀 運 河 （ 西 側 ）  ⑦ 西 堀 運 河  の 整 備 ・ 利 用 イ メ ー ジ 
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6. 多目的利用の展開方策 

 

 5 章 で ま と め た 多 目 的 利 用 計 画 を 促 進 す る た め 、 本 章 で は 多 目 的 利 用 の 展 開 方 策 を と り

ま と め ま す 。  

 

6.1  企 業 ・ 市 民 が 参 加 で き る シ ス テ ム づ く り  
 

市 民 や 企 業 が 交 流 し 、 賑 わ い の あ る 魅 力 的 な 運 河 域 と す る た め に は 、 市 民 や 企 業 が

協 力 し 、 双 方 に と っ て の 良 好 な 運 河 環 境 の 維 持 に 関 わ っ て い く こ と が 重 要 と 考 え ら れ

ま す 。  

そ の た め 、 市 民 や 企 業 が 運 河 の 再 生 に 参 加 で き る 仕 組 み づ く り を 行 い 、 将 来 的 に は

市 民 と 企 業 に よ る 自 主 的 な 運 河 の 利 用 と 管 理 が 継 続 さ れ る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す 。 
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図  16 市 民 ・ 企 業 ・ 行 政 と 運 河 の 目 指 す べ き 関 係  

 

市 民 ・ 企 業 の 協 働 に よ る 散 策 路 づ く り  

◆ 主 旨：う る お い の あ る 魅 力 的 な 散 策 路 に す る た め に は 、休 憩 施 設 や 植 栽 の 充 実

し た 散 策 路 整 備 が 必 要 で す が 、き め の 細 か い 管 理 を 継 続 的 に 行 う た め に は 、企 業

や 市 民 が 参 加 す る 仕 組 み が 必 要 で す 。こ の 具 体 的 な 仕 組 み づ く り に つ い て は 、市

民 や 企 業 と の 今 後 の 調 整 が 必 要 で す が 、 現 段 階 で は 2 つ の 試 案 を 考 え て い ま す 。 
 

 

 

試 案 － 2 （ 仮 称 ） わ た し の 並 木 づ く り  
 

「 私 の 並 木 づ く り 事 業 」と は 、市 民 等 に 桜（ 松 ）の 植 樹 に 参 加 し て も ら い 、市
民 等 が 利 用 で き る 花 壇 を 貸 し 出 す 替 わ り に 、貸 し 出 し 区 間 の 日 常 維 持 管 理 を お
願 い す る も の で す 。  植 樹 し た 樹 木 に は 市 民 等 の ネ ー ム プ レ ー ト を 付 け る こ と
が で き 、 運 河 へ の 愛 着 を も っ て も ら う こ と が ね ら い で す 。  
 
【 市 民 が 得 ら れ る メ リ ッ ト 】  

運 河 地 域 に 自 分 専 用 の 花 壇 と 、 ネ ー ム プ レ ー ト の つ い た 木 を 持 つ こ と が で
き 、 自 由 に 植 栽 を 楽 し む こ と が で き ま す 。  

試 案 － １  （ 仮 称 ） ア ド ス ポ ッ ト  
 

「 ア ド ス ポ ッ ト 」と は 、散 策 路 に 企 業 の 広 告 ス ペ ー ス を 提 供 す る 替 わ り に 、自
販 機 の 設 置 や 散 策 路 の 一 定 区 間 の 日 常 維 持 管 理 を お 願 い す る も の で 、「 ア ド 」
＝ 「 ア ド プ ト シ ス テ ム 」 ＋ 「 ア ド バ タ イ ジ ン グ （ 広 告 ）」 を 表 し た 造 語 で す 。
 
【 企 業 が 得 ら れ る メ リ ッ ト 】  

運 河 地 域 に お け る 自 社 の 広 告 効 果 お よ び CSR（ 企 業 の 社 会 的 責 任 ） の 向 上
で す 。 利 用 者 が 増 加 す れ ば 自 販 機 等 に よ る 収 益 も 得 ら れ ま す 。  
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6.2  サ イ ン 等 の 誘 導 方 策  

 
 

散 策 路 の 利 用 促 進 を は か る た め に は 、 休 憩 施 設 や 植 栽 と い っ た 整 備 の 他 に 、 以 下 の

展 開 方 策 が 求 め ら れ ま す 。  

 

①  運 河 へ の 誘 導 （ サ イ ン ・ ア ク セ ス 改 善 等 ）  

②  散 策 以 外 の 副 次 的 な 目 的 を 満 足 す る 施 設 整 備 （ ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 等 ）  

③  印 象 的 な 風 景 の 演 出 （ ラ イ ト ア ッ プ ・ イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 等 ）  
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6.3  舟 運 の 検 討  

 
 

 (1)レ ク リ エ ー シ ョ ン 利 用 （ 不 定 期 船 ／ イ ベ ン ト 時 等 の 不 定 期 な 運 航 ）  

現 在 も 、 う ん ぱ く や 運 河 ま つ り な ど の イ ベ ン ト 時 に NPO 等 に よ り 運 航 さ れ て

い ま す 。 こ れ ら の 乗 船 施 設 と し て 、 親 水 護 岸 を 兼 ね た 船 着 場 を 整 備 し ま す 。  

 

(2)公 共 交 通 機 関 と し て の 利 用 （ 定 期 船 ／ 通 勤 利 用 、 観 光 客 の 運 河 へ の ア ク セ ス ）  

定 期 船 と し て の 舟 運 は 、 運 河 利 用 の 基 本 と し て 位 置 づ け ら れ る べ き も の で 、 ア

ク セ ス の 向 上 お よ び 集 客 効 果 が 非 常 に 期 待 さ れ ま す 。 ま た 、 新 し い 大 型 工 場 の 立

地 に 伴 い 、 今 後 も 増 加 が 予 想 さ れ る 通 勤 者 の 交 通 手 段 と し て 、 舟 運 に 期 待 が 寄 せ

ら れ て お り ま す 。  

た だ し 、 舟 運 の 継 続 的 な 事 業 運 営 を 行 う に は 、 様 々 な 困 難 が 想 定 さ れ る た め 、

運 航 目 的 ・ ル ー ト の 選 定 ・ 橋 桁 下 の 運 航 可 否 ・ 運 航 頻 度 ・ 事 業 化 の 可 否 ・ 船 の 調

達 ・ 事 業 主 体 等 に つ い て 継 続 的 な 検 討 を 行 い 、 最 終 的 に は 社 会 実 験 を 行 っ た 上 で

実 施 の 是 非 を 検 討 し ま す 。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な お 、 舟 運 の 検 討 に 際 し て は 、 運 河 で の 企 業 活 動 の 支 障 と な ら な い よ う に 、 ま

た 、 安 全 な 運 行 が 確 保 さ れ る よ う に 運 河 沿 い の 企 業 と 調 整 を 図 り ま す 。  

 

  

企 業 の 利 用 が 無 い 区 域

→ レ ク リ エ ー シ ョ ン 利 用

運 航 ル ー ト 案  

図  17 舟 運 利 用 想 定 図  

主 要 地 点 間 の 航 行 可 能 な 区 域

→ 公 共 交 通 機 関 と し て 利 用
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7. 事業の実施スキーム 

 

 ５ 章 で ま と め た 「 尼 崎 運 河 の 多 目 的 利 用 計 画 」 は 、 そ の 施 設 整 備 規 模 を 考 慮 す る と 、 整

備 完 了 ま で に 非 常 に 長 い 期 間 を 要 し ま す 。 そ こ で 本 章 で は 、 比 較 的 近 い 将 来 を 見 据 え 、 尼

崎 運 河 の 整 備 地 区 の 優 先 付 け を 行 い 、 事 業 の 実 施 ス キ ー ム （ 手 順 ） と ロ ー ド マ ッ プ を と り

ま と め ま す 。  

 

7.1  整 備 地 区 の 優 先 づ け  

 

図  18 に 整 備 地 区 の 優 先 順 位 づ け に 関 す る 理 由 を 、図  19 に そ の 位 置 図 を 示 し ま す 。 

 

企 業 活 動 へ の 影 響 が 少 な く 早 期 に 整 備 の 効 果 が 期 待 で き る 6 地 区（ 下 表 参 照 ）を 短

期 整 備 地 区 と し て 、物 流 機 能 と し て 運 河 が 利 用 さ れ て い る 地 区 を 長 期 整 備 地 区 と し て 、

そ れ ぞ れ 位 置 づ け ま し た 。  

 

短 期 整 備 地 区 の 中 で 更 に 優 先 付 け を 行 い 、 運 河 再 生 の 先 導 的 な 役 割 を 果 た す べ き 地

区 と し て 、尼 崎 運 河 地 域 の 中 で 最 も 住 宅 地 区 に 近 い 北 堀 運 河 と 東 堀 運 河 を 第 1 優 先 順

位 に 設 定 し ま し た 。  

特 に 北 堀 運 河 は 、 既 に 多 数 の 利 用 者 で に ぎ わ う 元 浜 緑 地 と の 距 離 が 近 く 、 で あ い 橋

と い う シ ン ボ ル も 有 り 、「 う ん ぱ く 」等 の イ ベ ン ト で も メ イ ン 会 場 と し て 利 用 さ れ た 経

緯 な ど か ら 、 運 河 再 生 の 先 導 的 な 役 割 を 果 た す べ き 地 区 と し て 期 待 さ れ ま す 。  

 

表  4 整 備 地 区 の 優 先 順 位 一 覧  

整 備 地 区 の 優 先 順 位  対 象 地 区  

1.北 堀 運 河 地 区  
優 先 順 位 1 

2.東 堀 運 河 地 区  

3.蓬 川 地 区  

4.南 堀 運 河 地 区  優 先 順 位 2 

5.尼 ロ ッ ク 地 区  

短 期 整 備 地 区  

優 先 順 位 3 
6.中 堀 運 河 地 区 （ 西 側 ）

7.西 堀 運 河 地 区  

長 期 整 備 地 区  優 先 順 位 4 

そ の 他 地 区  

・ 旧 左 門 殿 川 地 区  

・ 蓬 川 （ 北 堀 以 南 ） 地 区

・ 中 堀 運 河 地 区 （ 東 側 ）

 

そ の 他 地 区 に つ い て は 、 現 状 の 土 地 利 用 で は 運 河 に 立 ち 入 れ な い 区 間 も あ る た め 、

施 設 の 更 新 や 土 地 利 用 の 転 換 等 の 時 期 に 、 本 計 画 に 基 づ い た 整 備 を 検 討 す る こ と と し

ま す 。  
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図  18 地 区 の 整 備 優 先 順 位
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図  19 地 区 の 整 備 優 先 順 位 と そ の 位 置 図  
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7.2  事 業 の ス キ ー ム （ 流 れ ）  

 

事 業 の ス キ ー ム を 以 下 に 示 し ま す 。 優 先 地 区 に お い て 試 行 的 に 施 策 を 展 開 し 、 そ の

効 果 や 得 ら れ た 知 見 を フ ィ ー ド バ ッ ク し な が ら 、 一 体 活 用 が 望 ま れ る 周 辺 地 区 へ と

徐 々 に 拡 大 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.3  事 業 の ロ ー ド マ ッ プ  

 

以 上 の 事 業 項 目 と ス キ ー ム を ロ ー ド マ ッ プ と し て 表 し た も の を 図  20 に 示 し ま す 。 

・ サ イ ン や 案 内 看 板 等 に よ る 誘 導 促 進  

・ 展 開 地 区 に お け る 並 木 整 備 の 開 始  

現 在 も 来 園 者 の 多 い 元 浜 緑 地 か ら の 集 客 を

中 心 に 、北 堀 運 河 を パ イ ロ ッ ト 地 区 と し た 、

一 体 利 用 を 促 進  

● 「 あ ま が さ き 運 河 ウ ォ ー ク ラ リ ー 」  

（ 国 交 省 Ｈ 20 年 3 月 実 施 ）  

● 「 尼 崎 運 河 ガ ー デ ン コ ン テ ス ト （ 仮 称 ）」

● ア ド ス ポ ッ ト 、 わ た し の 並 木 づ く り の モ

デ ル 企 業 お よ び 市 民 募 集  

パ イ ロ ッ ト 事 業 の 実 施  

● 運 河 へ の 「 案 内 板 」 設 置  

● 運 河 再 生 協 議 会 の チ ラ シ 配 布 等  

● 社 会 科 見 学 等 の 利 用 促 進  

（ 尼 ロ ッ ク ・ シ ー ブ ル ー 実 験 施 設 等 ）  

◆優先地区での展開 ◆ＰＲ強化および教育連携 

● 北 堀 運 河 へ の 誘 導 を 中 心 に 展 開  

優 先 地 区 で の 展 開 や 施 設 整 備 状 況 を 考 慮 し 、連 携 に よ る 効 果 の 大 き な 他 地 区 へ と 順 次 拡 大 し て

い く 。  

（ 舟 運 等 の ア ク セ ス 改 善 、 運 河 地 域 全 体 に 関 係 す る 項 目 は 別 途 検 討 し て 、 展 開 地 区 に 反 映 ）  

他 行 事 ・ 他 施 設 ・ 学 校 と の 連 携  

尼 崎 運 河 と 運 河 再 生 協 議 会 の 知 名 度 を 向 上

さ せ 、 運 河 再 生 に 向 け た 機 運 の 醸 成 を は か

る 。  

◆運河利用者の意向調査 

即 効 性 の 高 い 施 設 整 備 を 優 先 的 に 行 う  

● イ ベ ン ト 利 用 で 要 望 の 多 い 水 面 利 用 施 設

（ 親 水 護 岸 ・ 船 着 場 ） 等 、 即 効 性 の 高 い 施

設 整 備 を 先 行 的 に 実 施 す る 。  

パ イ ロ ッ ト 事 業 や イ ベ ン ト 、 社 会 科 見 学 等 に お い て ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い 、 市 民 ・ 企 業 の 運 河

再 生 に 関 す る 意 向 調 査 を 行 い 、 施 設 整 備 の 具 体 的 な 方 向 性 を 検 討 す る 。  

◆運河への誘導・並木整備の展開 

◆事業拡大 
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図  20 尼 崎 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 事 業 の ロ ー ド マ ッ プ  
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21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会 の 経 緯  

 

回  日 時 ・ 場 所  協 議 内 容  

設
立
準
備
会 

H19/ 2/23（ 金 ）  

 

１ ． 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト の 認 定 申 請  

２ ． 21世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会 の 設 立 準 備

 

第 １ 回  

 

 

 

 

 

 

H19/ 6/28（ 木 ）  

ホ テ ル ニ ュ ー ア ル カ イ ッ ク  

（ 2Fす み れ の 間 ）  

 

 

 

１ ． 協 議 会 の 設 立    

   (1) 設 立 趣 旨 の 説 明  

   (2) 委 員 の 紹 介  

   (3) 協 議 会 規 約 （ 案 ） の 承 認  

２ ． 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て  

   (1) 尼 崎 運 河 の 現 状 説 明  

（ 運 河 の 現 在 の 役 割 ／ 物 流 機 能 と 防 災

機 能 ）  

   (2 )  今 後 の す す め 方 に つ い て  

 

第 ２ 回  

 

 

 H19/ 8/ 1（ 水 ）  

ホ テ ル ニ ュ ー ア ル カ イ ッ ク  

（ 2Fす み れ の 間 ）  

１ ． 現 地 見 学 会 の 実 施  

２ ． 尼 崎 運 河 周 辺 に お け る 展 開 事 業 に つ い て

３ ． 運 河 沿 い 企 業 ア ン ケ ー ト の 実 施 に つ い て

４ ． ソ フ ト 事 業 の 展 開 に つ い て   

      

第 ３ 回  

 

 

 H19/10/19（ 金 ）  

ホ テ ル ニ ュ ー ア ル カ イ ッ ク  

（ 2Fあ や め の 間 ）  

１ ． 運 河 沿 い 企 業 ア ン ケ － ト の 報 告  

２ ．尼 崎 運 河 の 多 目 的 利 用 計 画（ 案 ）に つ い て

  ・ 運 河 に よ る 場 の 提 供 と 必 要 な 機 能  

 ・ 尼 崎 運 河 に お け る 場 の 配 置  

（ 施 設 等 配 置 計 画 ）  

 

第 ４ 回  

 

 

 

 

 

 H20/ 1/21（ 月 ）  

ホ テ ル ニ ュ ー ア ル カ イ ッ ク  

（ 2Fす み れ の 間 ）  

 

 

１ ． 施 設 整 備 の 基 本 方 針 （ 素 案 ） に つ い て  

  ・ 優 先 順 位 づ け の 考 え 方  

  ・ 優 先 地 区 の 選 定 と 整 備 イ メ － ジ  

 ・ ソ フ ト 事 業 方 策  

  （ 企 業 ・ 市 民 と の 協 働 の 考 え 方 の 提 案 ）

     「 ア ド ス ポ ッ ト 事 業 」  

   「 私 の 並 木 づ く り 」  

 

第 ５ 回  H20/ 5/22（ 木 ）  

ホ テ ル ニ ュ ー ア ル カ イ ッ ク  

（ ３ F鳳 凰 の 間 ）  

１ ． 21世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト  

基 本 計 画 に つ い て  

２ ． 今 後 の 取 り 組 み 方 針 に つ い て  
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21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会  趣 意 書  

 

 

尼 崎 の 南 部 臨 海 地 域 に は 縦 横 に 走 る 運 河 や 河 川 が あ り 、 古 く か ら 水 運 に 利 用 さ れ 、 高 度

成 長 期 に は 港 湾 物 流 機 能 や 産 業 機 能 と し て 活 用 さ れ 、 尼 崎 を 阪 神 工 業 地 帯 の 中 核 的 存 在 と

し て 発 展 さ せ る た め の 重 要 な 役 割 を 担 っ て き ま し た 。  

ま た 、 こ れ ら の 運 河 や 河 川 は 、 土 地 の 低 い 南 部 臨 海 地 域 を 高 潮 や 豪 雨 に よ る 浸 水 か ら 守

る 閘 門 式 防 潮 シ ス テ ム の 一 環 と し て の 役 割 も 果 た し て き ま し た 。  

 

し か し 近 年 、 産 業 構 造 や 物 流 体 系 の 変 化 等 に よ っ て 、 そ の 従 来 の 役 割 や 機 能 は 次 第 に 低

下 し つ つ あ り ま す 。  

 

一 方 、「 リ フ レ ッ シ ュ ポ ー ト あ ま が さ き 」 計 画 、「 尼 崎 シ ー ブ ル ー 事 業 」 等 に 基 づ き 、 運

河 や 河 川 の 整 備 、 水 質 の 浄 化 等 が 着 々 と 図 ら れ て お り 、 こ れ ら の 運 河 等 は 市 民 に う る お い

と 安 ら ぎ を 与 え る 水 辺 環 境 空 間 と し て 、 ま た 、 尼 崎 の 森 ス ポ ー ツ 健 康 増 進 施 設 な ど 周 辺 の

施 設 と と も に 都 市 の ア メ ニ テ ィ 空 間 と し て 、 大 き な ポ テ ン シ ャ ル を 有 し て い ま す 。  

 

２ １ 世 紀 を 迎 え 、兵 庫 県 で は 、尼 崎 臨 海 地 域 を 魅 力 と 活 力 あ る ま ち に 再 生 す る た め 、人 々

の 暮 ら し に ゆ と り と う る お い を も た ら す 水 と 緑 豊 か な 自 然 環 境 の 創 出 に よ る 環 境 共 生 型 の

ま ち づ く り を め ざ す 「 尼 崎 ２ １ 世 紀 の 森 構 想 」 を 策 定 し ま し た 。  

そ し て 、２ １ 世 紀 の １ ０ ０ 年 間 を 時 間 軸 に し て 、「 森 と 水 と 人 が 共 生 す る 環 境 創 造 の ま ち 」

を テ ー マ に 、市 民 、企 業 、行 政 な ど あ ら ゆ る 主 体 の 参 画 と 協 働 の も と 、「 環 境 の 世 紀 」を 切

り 開 く 先 導 的 な 森 づ く り 、 ま ち づ く り の 取 り 組 み が 始 ま っ て い ま す 。  

 

こ の よ う な 状 況 を 背 景 と し て 、 尼 崎 の 南 部 臨 海 地 域 の 貴 重 な 財 産 で あ る 運 河 や 河 川 を 有

効 に 生 か し 、 運 河 等 を 核 と し た 快 適 で 魅 力 あ る 地 域 づ く り や 地 域 活 性 化 に 貢 献 す る こ と を

目 的 と し て 、「 ２ １ 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト  (案 )」 を 推 進 し て い き ま す 。  

 

ま た 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 に あ た っ て は 、 兵 庫 県 、 尼 崎 市 、 地 域 団 体 、 周 辺 企 業 等 か

ら な る ２ １ 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会 (仮 称 ） を 設 立 す る と と も に 、「 尼 崎 ２ １ 世 紀 の 森 」

の 取 り 組 み 等 と も 連 携 を 図 る な ど 、 地 域 の 特 性 を 活 か し な が ら 効 果 的 に 取 り 組 ん で い き ま

す 。  
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21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会  規 約  

 

 

（ 名 称 ）  

第 １ 条  本 協 議 会 は 、「 ２ １ 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会 」（ 以 下 、協 議 会 と い う ）と 称 す る 。   

 

（ 目 的 ）  

第 ２ 条  協 議 会 は 、 尼 崎 南 部 臨 海 地 域 の 貴 重 な 財 産 で あ る 運 河 や 河 川 を 有 効 に 生 か し 、 運

河 を 核 と し た 魅 力 あ る 地 域 づ く り を 目 指 し た 事 業 計 画 を 策 定 し 、 そ の 推 進 を 図 る こ

と を 目 的 と す る 。  

 

（ 所 掌 事 項 ）  

第 ３ 条  協 議 会 の 所 掌 事 項 は 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(１ )  運 河 再 生 の 取 り 組 み 方 針 に 関 す る こ と 。  

(２ )  運 河 再 生 の 具 体 的 な 方 策 等 に 関 す る こ と 。  

(３ )  そ の 他 、 運 河 再 生 に 必 要 な 事 項 に 関 す る こ と 。   

 

（ 組 織 ）  

第 ４ 条  協 議 会 は 、 別 表 に 掲 げ る 委 員 で 構 成 す る 。  

２ . 協 議 会 は 、会 長 が 協 議 会 に 諮 っ て 定 め た 者 を 委 員 と し て 追 加 す る こ と が で き る も の

と す る 。  

３ . 協 議 会 は 、 必 要 に 応 じ て 別 表 以 外 の 関 係 者 の 出 席 を 求 め る こ と が で き る 。  

 

（ 任 期 ）  

第 ５ 条  委 員 の 任 期 は 、 本 規 約 施 行 の 日 よ り 平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す る 。 た だ し 、

都 合 に よ り 任 期 の 延 長 が 必 要 と な る 場 合 は 、 こ れ を 妨 げ な い も の と す る 。   

  

（ 会 長 、 副 会 長 お よ び 顧 問 ）  

第 ６ 条  協 議 会 に 会 長 １ 名 ・ 副 会 長 ・ 顧 問 を 置 く も の と す る 。  

２ . 会 長 は 学 識 経 験 を 有 す る 者 と し 、 協 議 会 を 代 表 し 、 会 務 を 掌 握 す る 。   

３ . 副 会 長 は 会 長 の 指 名 に よ っ て 決 定 し 、会 長 を 補 佐 し 、会 長 に 事 故 が あ る と き 、ま た

は 会 長 が 欠 け た と き は そ の 職 務 を 代 行 す る 。   

４ . 顧 問 は 、 国 土 交 通 省  近 畿 地 方 整 備 局  神 戸 港 湾 事 務 所 長 と す る 。  

 

（ 会 議 ）  

第 ７ 条  協 議 会 は 、 第 １ 回 を 除 き 、 各 委 員 の 要 請 に よ り 会 長 が 招 集 す る 。  

 

（ 委 員 の 代 理 出 席 ）  

第 ８ 条  委 員 は 、 や む を 得 な い 理 由 の た め 会 議 に 出 席 で き な い と き は 、 あ ら か じ め 会 長 の

承 認 を 得 て 、 委 員 が 指 名 す る 者 を 代 理 と し て 出 席 さ せ る こ と が で き る 。   
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（ 謝 金 ・ 旅 費 ）  

第 ９ 条  委 員 （ 関 係 行 政 機 関 の 委 員 は 除 く ） は 会 議 に 従 事 し た 場 合 は 、 別 に 定 め る 謝 金 等

支 給 要 領 に よ り 謝 金 お よ び 旅 費 を 支 給 す る も の と す る 。  

 

（ 情 報 の 公 開 ）  

第 １ ０ 条  協 議 会 は 公 開 と す る 。  

２ . 協 議 会 議 事 に つ い て は 、 こ れ を 公 開 と す る 。  

３ . 協 議 会 議 事 の 公 開 方 法 は 協 議 会 で 定 め る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

第 １ １ 条  協 議 会 の 事 務 局 は 、兵 庫 県  阪 神 南 県 民 局  県 土 整 備 部  尼 崎 港 管 理 事 務 所 内 に 置

く 。   

 

（ 規 約 の 改 正 ）  

第 １ ２ 条  協 議 会 は 、 こ の 規 約 を 改 正 す る 必 要 が あ る と 認 め た 時 は 、 委 員 総 数 の 過 半 数 の

同 意 を 得 て 、 こ れ を 行 う こ と が で き る 。   

 

（ 雑 則 ）  

第 １ ３ 条  こ の 規 約 に 定 め る も の の 他 、 協 議 会 の 運 営 に 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 協 議 会 に 諮

っ て 定 め る 。   

 

（ 附 則 ）   

こ の 規 約 は 、 平 成 １ ９ 年  ６ 月 ２ ８ 日 よ り 施 行 す る 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ※ 別 表 は 、 後 で 掲 載 す る 委 員 名 簿 を 参 考 と す る ）  
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21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 協 議 会  委 員 名 簿  

 

区   分  所 属 お よ び 役 職 名  
氏  名  

(敬 称 略 ;順 不 同 ) 
備 考  

委 員  
学 識  

経 験 者  

神 戸 市 立 工 業 高 等 専 門 学 校  

校 長  
◎ 黒 田  勝 彦   

  有 識 者  
神 戸 新 聞  

論 説 委 員 兼 編 集 委 員  
加 藤  正 文   

  
各 種  

団 体  

尼 崎 商 工 会 議 所  

専 務 理 事  
大 石  治 男   

    
尼 崎 青 年 会 議 所  

直 前 理 事 長  
武 井   彰   

  企 業  
松 本 運 輸 倉 庫 （ 株 ）  

社 長  
松 本  泰 則   

    
日 新 製 鋼 （ 株 ） 尼 崎 製 造 所  

主 任 部 員 （ 総 務 チ ー ム リ ー ダ ー ）  

○ 堀 口  忠 夫  

（ 大 竹  崇 史 ）  

第 2 回 協 議

会 で 交 代  

    
旭 硝 子 （ 株 ） 関 西 工 場  

総 務 部 長  

岡 田  和 之  

（ 神 田  知 幸 ）  

第 2 回 協 議

会 で 交 代  

    
住 友 金 属 工 業 （ 株 ） 特 殊 管 事 業 所  

総 務 部 長  
田 村  善 章   

    
日 油 （ 株 ） 尼 崎 工 場  業 務 部  

総 務 GL 
岩 村  裕 司   

  
地 元  

代 表  

尼 崎 市 社 会 福 祉 協 議 会  

中 央 支 部 長  

小 田  理 信  

（ 澤 井   正 和 ）  

第 5 回 協 議

会 で 交 代  

    
尼 崎 市 社 会 福 祉 協 議 会  

大 庄 支 部 長  
藤 原  軍 次   

  市 民  
NPO 法 人 尼 崎 21 世 紀 の 森  

理 事 ・ 事 務 局 長  
阿 部  利 雄   

    
尼 崎 21 世 紀 の 森 づ く り 協 議 会  

ま ち づ く り 部 会 長  
田 代  加 奈   

    尼 崎 南 部 再 生 研 究 室  綱 本  武 雄   

  尼 崎 市  市 長  白 井   文   

  兵 庫 県  阪 神 南 県 民 局 長  ○ 青 山  善 敬   

    阪 神 南 県 民 局 県 土 整 備 部 長  
百 々  順 一  

（ 足 立  眞 清 ）  

第 5 回 協 議

会 で 交 代  

顧 問  
国 土  

交 通 省  

近 畿 地 方 整 備 局  

神 戸 港 湾 事 務 所 長  

田 所  篤 博  

（  勝 海   務  ）  

第 2 回 協 議

会 で 交 代  

※ 氏 名 欄 の ◎ は 会 長 を 、○ は 副 会 長 を 示 す 。ま た 、（  ）内 は 当 初 の メ

ン バ ー で 、 途 中 交 代 し た 委 員 を 示 す 。  
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21 世 紀 の 尼 崎 運 河 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト  

施 設 整 備 ・ 利 用 方 針 の 概 要 図 
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南 堀 運 河南 堀 運 河

平成 20年度に可動橋の役割を終え、撤去されました

南 堀 運 河  
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